
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
平
成
30
年
の

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
本
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
推
進
に
格
段
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
８
月
24
日
（
木
）・
25
日
（
金
）

に
「
第
67
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

大
会　

静
岡
大
会
」
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、

全
国
都
道
府
県
市
よ
り
約
９
４
０
０
人
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
況
裡
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
オ
ー
ル
静
岡
で
お

も
て
な
し
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
全

国
の
方
々
か
ら
静
岡
大
会
を
称
賛
す
る
お
言

葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
の

運
営
に
当
た
っ
た
各
部
・
各
班
の
主
管
校
・

協
力
校
の
み
な
さ
ま
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
会
が
目
指
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
教
育
環
境
や
生
活
環

境
を
守
る
た
め
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ま

と
協
同
し
、
環
境
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、

会
員
相
互
の
交
流
や
研
修
会
等
を
と
お
し
て
、

会
員
自
ら
の
資
質
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
さ
ら
に

充
実
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
世
の
中
は
、
目

紛
し
く
社
会
環
境
が
変
化
し
、
価
値
観
も
違

い
、
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
（
高
大
接
続
改

革
の
推
進
等
）
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
昨
年
、
全
国
会
長
・
事
務
局
長
研

修
会
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
大
谷
大
学
荒
瀬

教
授
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
協
働
に
よ

る
教
育
の
充
実
が
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
具
現

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
唱

え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
私
た
ち
が
目
指
す
活
動
と
同
調

す
る
も
の
で
あ
り
、
静
岡
大
会
の
大
会
宣
言

に
示
し
ま
し
た
七
つ
の
内
容
の
実
行
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

高
大
接
続
改
革
は
、
①
高
等
学
校
教
育
改

革
、
②
大
学
教
育
改
革
、
③
大
学
入
学
者
選

抜
改
革
の
三
本
立
て
で
あ
り
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
高
校
・
大
学
で
ど
の
様
な
資
質

能
力
を
養
う
か
が
、
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
大
接
続
改
革
と
い
う
と
受
験
生
だ
け

の
問
題
と
捉
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
変
更
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
高
校
生
全
体
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

今
後
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る

能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
、
有
徳
の
人
づ

く
り
が
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
改
革
に
な
っ

て
い
く
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

い
ま
だ
解
決
の
糸
口
さ
え
見
え
な
い
少
子

高
齢
化
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
就
業
構
造
の
変
化
等

多
く
の
問
題
が
山
積
み
さ
れ
て
き
て
い
る
時

代
を
子
供
た
ち
は
、
生
き
抜
い
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
を
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
に
私

た
ち
大
人
も
し
っ
か
り
現
状
に
関
す
る
知
識

を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
達
と
向
き
合

う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
く
時
と
考
え
ま
す
。

　

ふ
と
、
何
年
か
前
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
の
会
議

で
聞
い
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
「
誰
か
が
何
か
を
し
て
く
れ
る
か
と
求
め

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
よ
う
、
か
け
が
え
の
な
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い
子
ど
も
の
命
と
幸
せ
は
日
々
保
護
者
で
あ

る
私
た
ち
で
守
り
、
ま
た
一
緒
に
汗
を
な
が

し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
仲
間
で
守
り
、
幸
せ
を
つ

く
っ
て
あ
げ
な
く
て
は
い
け
な
い
。」
と
い

う
言
葉
で
す
。

　

や
は
り
私
た
ち
保
護
者
の
で
き
る
こ
と
は
、

他
人
任
せ
で
な
く
、
私
た
ち
親
の
行
為
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
環
境
を
整
え
、

一
人
ひ
と
り
が
、
自
己
実
現
に
向
け
て
自
分

の
可
能
性
を
未
来
に
向
か
っ
て
十
分
発
揮
で

き
る
よ
う
適
正
に
リ
ー
ド
し
、
見
守
っ
て
い

く
こ
と
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が

明
る
い
も
の
と
な
る
よ
う
一
生
懸
命
力
を
つ

く
す
こ
と
。

　

こ
れ
が
、
親
の
責
務
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
必
要
性
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
全
国
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
委
員
会

に
お
い
て
討
議
さ
れ
て
い
る
内
容
や
講
演
会

で
受
講
し
た
内
容
な
ど
、
見
聞
き
し
た
様
々

な
情
報
を
で
き
る
だ
け
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み

な
さ
ま
と
共
有
で
き
る
よ
う
情
報
発
信
で
き

ま
す
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
み
な
さ
ま
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

お
お
い
に
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
、

出
会
う
楽
し
さ
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と

い
う
気
持
ち
を
、
会
員
一
人
一
人
が
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
本
会
に
関
し
ま
し
て
、
み
な
さ
ま

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
静
岡
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

�

会 

長 　

小
　
山
　
全
　
司
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平成29年度　地区ＰＴＡ指導者研修会
報 告 一 覧 表

地区 開催期日 会　　場 世話人
理事校

研修会
担当校 研修テーマ等 参加者

数（人）

賀 茂 ７月 ４日
（火）

下田高等学校
視聴覚室 下田高校 講演　カツオ文化とまちおこし活動 80

三島・田方 ７月 ４日
（火）

函南町
文化センター

三島北
高校

三島南
高校

生徒発表　生徒と地域とのかかわり
講演　「今だからこそ、解決志向！」
� ～困難に柔軟なメンタルを育むために～

192

沼津・駿東 ７月 ６日
（木） 沼津市立図書館 沼津商業高校

分科会　①Ｗｅｂ利用時の安全対策
②ＰＴＡと防災対策
③ＰＴＡの連絡方法について
④文化祭へのＰＴＡの参加について

講演　�尊敬される褒め方と自主性をひきだす
叱り方

210

富士・富士宮 ９月 ８日
（金）

富士市文化会館
ロゼシアター 富士宮西高校

発表　①「協力」～一致協力してのPTA活動～
　　　②�「創立40周年にあたってのPTA活動」
� ～いざ新たな東へ～
講演　�「コミュニケーションを磨く」～子どもの声

をこころから「聴く」ということ～

222

清　　　水 ９月 ８日
（金） エリザベート 清水桜が丘高校 講演　笑顔のありがとうは、奇跡

　　　　～笑い文字を通して～ 134

静　　　岡 10月 ７日
（土） クーポール会館 駿河総合高校 講演　全盲の僕が弁護士になった理由

　　　　～僕が両親から教わったもの～ 190

志太・榛原 10月６日 
（金） 焼津市文化会館 島田商業高校

研修テーマ「褒めて育てる」
講演　①スポーツを社会に活かす
　　　②ともに育ち生きる

186

掛　　　川 ７月10日
（月）

エコパアリーナ
多目的室

掛川西
高校

横須賀
高校

講演　地域が育て、地域リーダーとなる高校生
　　　横須賀高郷土芸能部アトラクション
施設見学（エコパアリーナ等）

92

磐　　　田 ７月22日
（土）

磐田市民文化
振興センター 磐田農業高校

研修テーマ「ネット･スマホ問題」
� ～家庭と学校の連携～
講演①　�携帯電話･スマートフォン使用の現状と課題

に関する報告
講演②　ネット･スマホ問題と家庭での親の対応

155

浜 松 南 部
６月 ９日

（金） 呉竹荘

浜松
江之島
高校 浜松

江之島
高校

講演　防災用品の活用について 144

浜 松 北 部 浜北西
高校

特別支援Ｐ連 ６月10日
（土）

男女共同参画
センターあざれあ

浜松視覚
特別支援学校 ふじのくにチーム★輝きについての紹介等 96

合　計 1,701

　県内11地区で行われました「地区ＰＴＡ指導者研修会」は、本会の助成事業の中で、重要な事業に位置
付けられています。青少年健全育成、家庭教育のあり方、地域活動の進め方などの地域の課題解決のため
に、世話人校及び研修担当校が中心となり、開催されました。

平成28年度の合計数1,794人

詳細は、本会ホームページに「平成29年度　地区PTA指導者研修会　報告書」
でアップしました。　　　　　URL　http://hs-pta-shizuoka.net/

静岡県高Ｐ連会報　第135号　（2）平成30年１月５日
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一　

挨
拶　

下
田
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

長
田
芳
朗

二　

挨
拶　

下
田
高
校
長　

綾
部
信
明

三　

講
演　

講
師　

芹
沢
安
久　

氏

　
　

演
題　

カ
ツ
オ
文
化
と
町
お
こ
し
活
動

三
島
・
田
方
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

一　

生
徒
発
表　

三
島
南
高
校
三
年　

坂
倉
颯
太
君

賀
茂
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

二　

講
演　

講
師　

服
部
織
江　

氏　

　

 

演
題　
「
今
だ
か
ら
こ
そ
、
解
決
志
向
！
」

　
　
　
　
　
～
困
難
に
柔
軟
な
メ
ン
タ
ル
を
育
む
た
め
に
～

沼
津
・
駿
東
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

一　

開
会

司
会　
沼
商
Ｐ
副
会
長　

横
山
友
香

開
会　
御
高
Ｐ
会
長　

窪
田
充
宏

挨
拶　
沼
商
Ｐ
会
長　

上
原　

明

　
　
　
沼
商
校
長　

 
前
田
喜
久
子

　
　
　
県
高
Ｐ
連
副
会
長 　

望
月
美
奈
子

研
修
会
報
告　
沼
城
北
Ｐ
会
長　

林　

賢
司

二　

分
科
会

三　

講
演　

松
永
洋
忠　

氏

富
士
・
富
士
宮
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

一　

開
会

二　

発
表

　

発
表
一　
「
努
力
」
一
致
協
力
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　
　

吉
原
工
業
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

藤
島
小
百
合

　

発
表
二　

創
立
40
周
年
に
あ
た
っ
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　
　

富
士
東
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　

室
月　

孝
康

三　

講
演　

講
師　

齋
藤
め
ぐ
み　

氏

　
　

演
題　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
磨
く
」

�
～
子
ど
も
の
声
を
こ
こ
ろ
か
ら
「
聴
く
」
と
い
う
こ
と
～

一　

開
会

　

司
会　

清
水
桜
が
丘

　
　

会
長　
　
　
　

奥
山
紀
之

　
　

広
報
委
員
長　

佐
野
千
明

　

 

開
会
の
言
葉

　
　

清
水
桜
が
丘　

研
修
委
員
長　

片
瀬
恵
太

　

挨
拶

　
　

清
水
桜
が
丘
高
校
長�

渡
邊
紀
之

　
　

県
公
立
高
校
Ｐ
連
合
会
副
会
長　

青
山　

健

二　

講　

演　

講
師　

廣
江
ま
さ
み　

氏

　
　

演
題　

笑
顔
の
あ
り
が
と
う
は
、
奇
跡

�

～
笑
い
文
字
を
通
し
て
～

静
岡
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

一　

開
会

　

司
会　

駿
河
総
合
Ｐ
副
会
長　

曾
田
和
美

　

開
会
の
言
葉

　
　
　
　

駿
河
総
合
Ｐ
会
長　
　

平
野
貴
久

　

来
賓
挨
拶

　
　
　
　

県
公
立
高
校
Ｐ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　
　
　

青
山　

健

　

校
長
挨
拶　
　

駿
河
総
合
高
校
長　

酒
井
行
男

　

日
程
説
明　

駿
河
総
合
Ｐ
庶
務　

 

多
々
良
妙
子

清
水
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

　

高
校
生
の
ス
マ
ホ
利

用
、
子
供
を
守
る
の
は

親
の
責
任
で
は
な
い
か
、

周
知
徹
底
し
た
い
と
話

さ
れ
た
。

　

子
供
た
ち
を
地
域
で

守
り
育
て
る
こ
と
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
重
要
な
役
割
。

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
、

各
地
域
に
還
元
し
て
ほ

し
い
。

カ
ネ
サ
鰹
節
商
店
創
業

�

１
３
０
年
以
上
の
老
舗

　

伝
統
「
手
火
山
式
培

乾
法
」
に
よ
る
カ
ツ
オ

関
連
商
品
の
製
造
を
し

て
い
る
。

「
生
徒
と
地
域
と

の
か
か
わ
り
」
と

題
し
て
、
生
徒
会
、

生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
よ
る
活
動

や
大
場
清
掃
や
飲

食
店
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

　

現
在
「
ブ
リ
ー

フ
セ
ラ
ピ
ス
ト
」

と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。

・
問
題
解
決　

問
題

→
原
因
→
解
決

・
解
決
志
向　

問
題

→
解
決
→
解
決

の
構
築

に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
っ
た
。

メンタルヘルス・トータルサービス元気の種　代表

第
１
分
科
会
「
Ｗ
ｅ
ｂ
利
用
時
の
安
全
対
策
」

　

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
高
校
生
に
欠

か
せ
な
い
ツ
ー
ル
。

　

�

利
用
自
粛
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

第
２
分
科
会
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
防
災
対
策
」

　

�

各
校
の
取
り
組
み
状
況
の
紹
介
が

あ
っ
た
。

　

�

地
域
の
一
員
と
し
て
防
災
に
関
心
を

持
つ
こ
と
が
大
切
。

第
３
分
科
会「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て
」

　

�

通
学
エ
リ
ア
が
広
範
囲
に
わ
た
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
情
報
交
換
が
重
要
、
現
状

と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。

第
４
分
科
会�

「
文
化
祭
へ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
参
加
に

つ
い
て
」

　

�

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

考
え
方
が
変
化
す
る
中
、
各
校
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
た
。

湘
南
話
し
方
セ
ン
タ
ー
所
長

演
題�

「
尊
敬
さ
れ
る
褒
め
方

と
自
主
性
を
ひ
き
だ
す

叱
り
方
」

　

シ
リ
ー
ズ
受
講
生
は
、

４
人
以
上
、
そ
の
他
20
万

人
以
上
、
心
の
持
ち
方
、

話
し
方
、
生
き
方
の
指
導

に
支
持
者
が
多
い
。

国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
、
高
校
生
の
進
路
指

導
、
大
学
生
の
就
職
活
動
の

支
援
等
相
談
に
の
っ
て
い
る
。

　

聞
く
態
度
に
は
、「
受
容

と
尊
重
」「
信
頼
」「
待
つ
こ

と
」
が
あ
る
。

司
会　

富
士
宮
西
高
Ｐ

　

副
会
長　

與
五
澤
か
お
り

開
会
の
言
葉　

富
士
見
高
Ｐ

　

会
長　
　

松
野
智
仁

挨
拶　

富
士
宮
西
高
Ｐ

　

会
長　
　

鈴
木
敦
子

�

県
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

副
会
長　

望
月
美
奈
子

一
般
社
団
法
人

　

笑
い
文
字
普
及
協
会

�

代
表
理
事

　

笑
い
文
字
創
始
者
と
し

て
、
国
内
各
地
ま
た
海
外

に
お
い
て
も
数
多
く
の
講

座
を
開
催
し
て
い
る
。

　

あ
り
が
と
う
は
、
人
を

幸
せ
に
し
ま
す
。
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二　

全
体
会

　
　

駿
河
総
合
高
校

　
　

和
太
鼓
部　

演　

奏

　

講
演　

講
師　

大
胡
田　

誠　

氏

　
　

演
題　

全
盲
の
僕
が
弁
護
士
に
な
っ
た
理
由

�

～
僕
が
両
親
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
～

志
太
・
榛
原
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

　

研
修
テ
ー
マ　

褒
め
て
育
て
る

一　

全
体
会

　

司
会

　
　
　

島
田
商
業
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

村
松
亜
紀

　

主
催
者
代
表
挨
拶

　
　
　

島
田
商
業　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

北
川
和
也

　

主
管
校
代
表
挨
拶

　
　
　

島
田
商
業　
　
　

副
校
長　

西
川
聖
美

　

来
賓
挨
拶

　
　
　
県
公
立
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

会
長　

小
山
全
司

二　

講
演　

講
師　

有
森
裕
子　

氏

三　

意
見
交
換
会

掛
川
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

一　

開
会

　

総
合
司
会　
横
須
賀
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

横
山
敦
子

二　

講
演　

講
師　

鈴
木
武
史　

氏　

三　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

横
須
賀
高
校　

郷
土
芸
能
部

　

研
修
テ
ー
マ　
「
ネ
ッ
ト･

ス
マ
ホ
問
題
」

�

～
家
庭
と
学
校
の
連
携
～

一　

全
体
会

　

司
会�

磐
田
農
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

鈴
木
直
樹

　

開
会
の
言
葉�

磐
田
北
Ｐ
副
会
長　

森
岡　

剛

　

理
事
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶

　

磐
田
農
業
高
校
Ｐ
会
長�

永
井
光
雄

　

校
長
会
会
長
挨
拶

　

磐
田
南
高
校
長�

白
畑　

豊

　

来
賓
挨
拶

　

�

県
公
立
高
校
Ｐ
連
合
会
副
会
長　

山
﨑
好
和

　

県
・
東
海
大
会
報
告

　
　

磐
田
北
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長�

小
川
正
信

二　

�

講
演
一　
「
携
帯
電
話･

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使

用
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
報
告
」 

�

磐
田
農
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

三　

講
演
二　

講
師　

塩
田
真
吾　

氏

　

演
題
「
ネ
ッ
ト･

ス
マ
ホ
問
題
と
家
庭
で
の
親
の
対
応
」

浜
松
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

一　

総
会　

会
長
挨
拶　

浜
松
湖
南
高　

池
迫
真
弓

磐
田
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

二　

講
演　

講
師　

網
谷
匡
史　

氏

　

演
題　

防
災
用
品
の
活
用
に
つ
い
て

特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

一　

総
会

　

司
会　

浜
松
視
覚
特
別
支
援
学
校�

大
林
幸
徳

　

開
会
の
こ
と
ば

　
　

浜
松
視
覚
特
別
支
援
学
校�

松
村
か
お
り

　

会
長
あ
い
さ
つ

　
　

富
士
特
別
支
援
学
校�

深
澤
志
乃

　

来
賓
祝
辞　

　
　
県
公
立
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

小
山
全
司　

氏

二　

議
事

（
一
）
平
成
28
年
度
事
業
報
告

　
　
　
並
び
に
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

（
二
）
新
役
員
承
認
に
つ
い
て

（
三
）
新
会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

浜
松
視
覚
特
別
支
援
学
校　

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

三
原
秀
樹

（
四
）�

チ
ー
ム
★
輝
き
へ
の
予
算
拠
出
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
経
緯
説
明

　
　
　
　

富
士
特
別
支
援
学
校�

深
澤
志
乃

三　

静
岡
県
教
育
委
員
会
よ
り

　

特
別
支
援
教
育
課　

課
長　

山
﨑　

勝
之　

氏

�

指
導
監　

山
田　

浩
昭　

氏

�

人
事
監　

滝
尾　

彰
彦　

氏

※�

特
別
支
援
学
校
課
か
ら
の
所
管
事
項
の
説
明
が

あ
っ
た
。

弁
護
士
法
人

�

つ
く
し
総
合
法
律
事
務
所

　

弁
護
士
と
な
り
10
年
目
、

担
当
は
、
離
婚
問
題
・
相
続

問
題
・
交
通
事
故
の
問
題
等

を
扱
っ
て
い
る
。

　

12
歳
で
失
明
し
、
苦
難
を

乗
り
越
え
、
弁
護
士
に
な
っ

た
。
人
生
に
立
ち
は
だ
か
る

困
難
か
ら
逃
げ
ず
う
ま
く
付

き
合
う
姿
勢
を
持
て
。
と
話

さ
れ
た
。

元
マ
ラ
ソ
ン
選
手

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス

ト
と
し
て
、
現
在
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
様
々
な
形
で
携

わ
っ
て
い
る
。

　
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に

つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

研
修
テ
ー
マ
「
褒
め
て
育

て
る
」
を
も
と
に
、
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見

交
換
し
た
。

（
ま
と
め
）

１　

�

褒
め
る
こ
と
は
、
認
め

る
こ
と
。

２　

�

叱
る
と
き
は
、
感
情
的

に
な
ら
ず
、
何
故
か
を

説
明
す
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
す
ぎ

に
よ
る
睡
眠
時
間
や
学
習
時
間
の

減
少
等
の
弊
害
を
防
止
す
る
ル
ー

ル
づ
く
り
の
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
。

　

利
用
方
法
を
真
剣
に
考
え
、
課

題
解
決
の
姿
勢
を
育
て
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

来
賓
挨
拶

　

県
公
立
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長

�
山
﨑
好
和

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
子
供
た
ち
の
健

全
な
教
育
環
境
や
生
活
環
境
を

守
る
た
め
に
皆
様
と
学
校
が
一
致

協
力
し
、
環
境
改
善
に
努
め
る
こ

と
等
、
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

静
岡
大
学
教
育
学
部
准
教
授

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
利
用
実
態
と
ト
ラ
ブ
ル

�

（
３
万
人
調
査
）

②
子
ど
も
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の「
非
」利
用
率

③
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
課
題

の
お
話
が
あ
っ
た
。

※
メ
デ
ィ
ア
と
上
手
に
付
き
合
う
力

　

�

送
り
手
の
意
図
を
考
え
る
力
が
重
要
で

あ
る
。

ミ
ド
リ
安
全
株
式
会
社

�

危
機
管
理
営
業
部
長

　

阪
神
大
震
災
と
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
。
近
年
発
生
し
て

い
る
自
然
災
害
に
つ
い
て
、
実
体

験
を
踏
ま
え
て
地
震
や
自
然
災
害

の
防
災
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

（
サ
バ
イ
バ
ル
パ
ン
の
実
食
）

　

缶
入
り
の
パ
ン
で
酸
素
を
抜
い

て
か
ら
加
熱
殺
菌
し
て
い
る
。
現

在
は
、
缶
か
ら
紙
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
変
更
し
て
、
ご
み
の
量
が
20
分

の
１
に
減
少
し
た
。

　

そ
の
日
を
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
日
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
と

話
さ
れ
た
。

開
会
の
言
葉

　

横
須
賀
高
Ｐ
評
議
員

�

池
田
和
恵

実
行
委
員
長
挨
拶

　

横
須
賀
高
Ｐ
会
長

�

渡
邊
正
美

当
番
校
校
長
挨
拶

　

横
須
賀
高
校
長

�
三
科
真
弓

来
賓
祝
辞

　

県
公
立
高
校
Ｐ
連
合
会

�

副
会
長  

山
﨑
好
和

実行委員長挨拶

演
題　
「
地
域
が
育
て
、
地
域

�

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
高
校
生
」

 

横
須
賀
地
区
は
、
ほ
ん
の
少

し
時
間
の
針
が
ゆ
っ
く
り
進
む

町
。
お
祭
り
を
伝
統
的
、
文
化

的
な
も
の
と
し
て
、
高
校
生
に

受
け
継
ぐ
た
め
頤
に
活
動
し
て

い
る
。
横
須
賀
高
校
郷
土
芸
能

部
は
地
域
の
大
き
な
力
で
あ
る
。

遠州横須賀倶楽部

「
三
社
祭
礼
囃
子
」

～
第
67
回
全
国
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
静
岡
大
会

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
編

～
が
披
露
さ
れ
た
。

横須賀高校　郷土芸能部
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静岡県立下田高等学校ＰＴＡ紹介

静岡県立清水東高等学校ＰＴＡ紹介

　
学
校
紹
介　

本
校
は
、
静
岡
県
の

最
南
端
に
位
置
し
、
明

治
12
年
に
創
立
さ
れ
た

私
立
豆
陽
中
学
校
が
前

身
で
あ
る
下
田
北
高
校

と
、
大
正
9
年
に
創
立
さ
れ
た
賀
茂
郡

立
賀
茂
高
等
女
学
校
を
前
身
と
す
る
下

田
南
高
校
が
、
平
成
20
年
に
統
合
し
、

本
年
度
統
合
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

全
日
制
過
程
で
は
、
普
通
科
と
理
数

科
、
園
芸
科
の
あ
る
南
伊
豆
分
校
、
そ

し
て
定
時
制
課
程
の
編
成
と
な
り
、
賀

茂
地
区
の
拠
点
校
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

校
訓
は
、

「
何
事
に
も

誠
実
に
取
り

組
む
」
と
い

う
『
至
誠
』、

「
広
く
日
本

や
世
界
で
活

躍
す
る
」
よ

う
に
と
『
雄

飛
』 

、「
地

域
の
た
め
に

尽
く
す
」
と

い
う
『
献
身
』
の
三
つ
の
言
葉
を
掲
げ
、

ま
た
、
南
伊
豆
分
校
に
お
い
て
は
、「
大

地
に
感
謝
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
」

と
い
う
願
い
を
こ
め
た
『
大
地
豊
穣
』
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
こ

の
校
訓
の
下
、
勉
強
、

部
活
動
に
対
し
て

日
々
努
力
し
て
お
り
、

自
己
の
夢
に
向
か

い
一
歩
一
歩
前
進

し
て
い
ま
す
。

　
学
校
紹
介

　

本
校
は
、
大
正
13
年
に
静

岡
県
立
庵
原
中
学
校
と
し
て

開
校
し
、
清
水
中
学
校
、
清

水
第
一
高
等
学
校
と
名
称
が

変
わ
り
、
現
在
の
清
水
東
高
等
学
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
の
校
訓
は
「
金
剛

の
意
志
」
で
、
創
立
の
こ
こ
ろ
ざ
し
は
、

知
・
徳
・
体
を
兼
ね
備
え
た
人
格
の
育
成

に
あ
り
、
文
武
両
道
が
校
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
静
岡
県
内
の
高
校
で
は
最
も
早

く
理
数
科
を
設
置
し
、
理
科
・
数
学
の
教

育
に
力
を
入
れ
、
県
内
の
理
数
教
育
を

リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

16
年
度
に
文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）の
指

定
を
受
け
て
以
来
、
本
年
度
は
な
ん
と
４

回
目
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
静
岡
県
で
は
、
本
校
だ

け
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
難
関

大
学
合
格
と
い
う
進
学
実
績
を
残
す
と

と
も
に
、
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍

す
る
人
材
を
多
く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
で
は
全
国
、
世
界

で
活
躍
す
る
選
手
や
指
導
者
も
輩
出
し

ま
し
た
。

�

清
水
東
高
校　

校
長　

鈴
木
照
彦

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介 

　

下
田
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
て
日
々
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
授
業
参
観
や
進
路
講
演
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
１
年
と
３
年
、

９
月
に
２
年
で
学
年
別
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
会

を
開
き
、
学
校
と
の
関
わ
り
の
機
会
を
増

や
し
て
い
ま
す
。
６
月
の
学
校
祭
で
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
バ
ザ
ー
を
開
催
し
、
多
く

の
来
校
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
７

月
に
は
賀
茂
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
修
会

を
行
い
、
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
間
で
連
携
を
強

め
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
４
つ
に
分
か
れ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
広
報
委
員
会
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
誌

「
轍
」
を
年
2
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
研

修
委
員
会
は
、
賀
茂
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者

研
修
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
生
活
委
員

会
は
、
朝
の
交
通
安
全
指
導
を
通
し
て
、

生
徒
の
登
校
時
の
交
通
マ
ナ
ー
の
指
導
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
進
路
委
員
会
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
時
の
進
路
講
演
会
を
円
滑
に
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
が

ま
す
ま
す
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介 

　

当
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
、
本
部
役
員
10

名
、
地
区
役
員
60
名
の
70
名
に
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
区
役
員
は
各
地
区
の
保

護
者
の
代
表
と
し
て
、
行
事
に
積
極
的
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
声
を
吸

い
上
げ
、
本
部
役
員
は
地
区
役
員
の
代
表

と
し
て
、
行
事
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、

学
校
と
の
話
し
合
い
や
他
校
と
の
交
流
も

担
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
の
主
な
活
動
は
、
文
化

祭
で
の
バ
ザ
ー
、
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

（
廃
品
回
収
）、
生
徒
と
と
も
に
行
う
街

頭
交
通
安
全
指
導
、
そ
し
て
、
学
校
林
育

成
事
業
と
な
り
ま
す
。
バ
ザ
ー
、
エ
コ
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
で
の
収
益
は
、
生
徒

会
の
活
動
費
と
し
て
寄
付
を
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
指
導
は
、
生
徒
と
共
に
学
校
周

辺
の
辻
に
立
ち
、
登
校
し
て
く
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
声
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学

校
林
育
成
事
業
で
は
、
本
部
役
員
や
該
当

地
区
の
地
区
役
員
、
教
職
員
と
と
も
に
、

学
校
林
が
植
わ
っ
て
い
る
山
頂
ま
で
行
き
、

途
中
の
山
道
の
下
草
狩
り
や
育
成
状
況
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
教
職
員
や
生
徒
と
の
交
流
の

機
会
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
楽
し
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

�

清
水
東
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

兼
高
光
清

正門より校舎を望む

校訓の碑

第67回全国高Ｐ連　静岡大会会場にて

PTAバザー

正門より
校舎を望む

球技大会
（勝利を
�目指せ！）

学校林下草狩り

清水地区ＰＴＡ指導者研修会
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静岡県立掛川東高等学校ＰＴＡ紹介

静岡県立東部特別支援学校ＰＴＡ紹介

　
学
校
紹
介

　

本
校
は
今
年
で
創
立

１
０
５
年
を
迎
え
、
男
女

共
学
化
か
ら
20
年
が
過
ぎ

ま
す
。
ま
た
現
在
地
に
移

転
し
、
新
校
舎
落
成
か
ら
15
年
を
迎
え
、

普
通
科
単
位
制
の
高
校
と
し
て
、
現
在

７
２
４
名
の
生
徒
が
緑
豊
か
な
環
境
で

明
る
く
伸
び
伸
び
と
学
校
生
活
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

単
位
制
高
校
で
あ
る
長
所
を
生
か
し

て
、
多
く
の
選
択
科
目
が
履
修
可
能
な

点
が
学
習
に
お
け
る
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　

生
徒
の
約
９
割
が
進
学
し
ま
す
が
、

本
校
に
は
女
子
高
時
代
に
「
衛
生
看
護

科
」
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
卒
業
生
が

看
護
師
や
助
産
師
と
な
り
、
地
域
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。
現
在
も
看
護
師
や

医
療
技
術
者
に
な
る
希
望
を
抱
き
、
四

年
制
大
学
や
看
護
専
門
学
校
に
多
数
の

生
徒
が
進
学
し
ま
す
。

　

一
方
、
部
活
動
も
盛
ん
で
、
弓
道
部
男

子
は
昨
年
八
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
戦
で
見
事
に
四
位
入

賞
、
ま
た
吹
奏
楽
部
も
全
国
高
文
祭
マ
ー

チ
ン
グ
部
門
に
出
場
す
る
活
躍
を
見
せ
ま

し
た
。
多
く
の
運
動
部
、
文
化
部
が
活
発

に
活
動
し
、
放
課

後
の
校
内
に
は
、

い
つ
も
生
徒
の
元

気
な
声
が
響
い
て

い
ま
す
。

　
学
校
紹
介　

本
校
は
伊
豆
の
国
市

に
所
在
し
、
学
校
か
ら

は
富
士
山
を
望
み
、
駿

豆
線
電
車
の
走
行
音
が

聞
こ
え
、
自
然
に
囲
ま

れ
た
中
で
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
満
喫
で

き
る
環
境
で
す
。
伊
豆
半
島
全
域
に
、
伊

東
、
川
奈
、
伊
豆
高
原
、
伊
豆
下
田
、
伊

豆
松
崎
の
５
つ
の
分
校
を
持
ち
、
静
岡
県

伊
豆
地
区
の
特
別
支
援
教
育
の
セ
ン
タ
ー

的
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
創
立
は
昭
和
40
年
９
月
で
、
平

成
28
年
に
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在

は
現
校
舎
南
側
に
新
校
舎
を
建
築
中
。

日
々
組
み
上
が
っ
て
い
く
鉄
骨
に
、
平
成

30
年
夏
の
新
校
舎
完
成
と
９
月
か
ら
の
新

校
舎
生
活
へ
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
児
童
生
徒
数
は
、
小

学
部
47
人
、
中
学
部
18
人
、
高
等
部
19

人
、
訪
問
教
育
７
人
の
計
91
人
で
、
児

童
生
徒
の
居
住
地
は
８
市
３
町
と
広
範

囲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
教
職
員
は
、
事

務
部
、
看
護
師
、
介
助
員
を
含
め
全
部

で
１
０
９
人
で
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介 

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
本
部
役
員
６
名

と
各
地
区
３
名
、
合
計
45
名
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
評

議
員
で
構
成
さ
れ
、
５
つ
の
専
門
委
員
会

が
中
心
と
な
り
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
委
員
会
と
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。

　

総
務
委
員
会
は
年
２
回
の
「
校
内
草
刈

り
作
業
」
と
マ

ラ
ソ
ン
大
会
時

の
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
、
表

彰
補
助
を
担
当

し
ま
す
。
広
報

委
員
会
は
年
２

回
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ

よ
り
」
を
発
行

し
ま
す
。
安
全

保
健
委
員
会
は

年
２
回
、
生
徒
登
校
時
の
交
通
街
頭
指
導

と
学
校
保
健
委
員
会
に
参
加
し
ま
す
。
文

化
委
員
会
は
学
校
祭
に
お
い
て
「
桔
梗
茶

屋
」を
出
店
し
、「
法
多
山
厄
除
け
だ
ん
ご
」

や
和
洋
菓
子
を
販
売
し
ま
す
。
進
路
委
員

会
は
年
２
回
、
保
護
者
と
生
徒
を
対
象
に

進
路
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

中
で
、
本
校
ら
し
さ
を
示
す
活
動
は
「
校

内
草
刈
り
作
業
」
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
校

は
山
地
や
畑
で
あ
っ
た
場
所
に
地
元
の
協
力

も
得
て
移
転
し
た
た
め
、
学
校
内
外
の
緑

が
色
濃
く
、
定
期

的
に
草
刈
り
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
常
に
三
年
生

保
護
者
の
８
割
以

上
が
参
加
し
、
職

員
、
生
徒
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
共
に

作
業
を
進
め
、
学

校
の
環
境
維
持
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介 

　

最
大
の
行
事
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
全
員
体
制

で
臨
む
「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」
で
す
。
よ

り
よ
い
バ
ザ
ー
に
な
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た
。
特
色
は
①

学
習
の
場
の
充
実
…
買
い
物
体
験
に
加
え
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
企
画
な
ど
、
児
童
生
徒

が
楽
し
め
る
要
素
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

高
等
部
生
徒
に
よ
る
作
業
学
習
製
品
の
販

売
も
行
い
ま
す
。
②
近
隣
の
福
祉
事
業
所

と
の
連
携
…
出
店
を
依
頼
し
、
平
成
29
年

度
は
14
事
業
所
が
参
加
。
卒
業
生
の
働
く

姿
を
見
て
学
ぶ
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

③
地
域
へ
の
広
報
…
地
域
施
設
へ
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
広
報
誌
へ
の
掲
載
依
頼
を
通

し
て
、
地
域
へ
発
信
し
ま
す
。

　

そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、
児
童
生
徒
の
み

な
ら
ず
、
地
域
で
も
心
待
ち
に
し
て
く
だ

さ
る
人
も
多
い
、
毎
年
恒
例
の
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
当
日
は
、
児
童

生
徒
・
保
護
者
・
地
域
の
方
と
の
交
流
や

会
話
が
生
ま
れ
、
会
場
で
あ
る
体
育
館
が

熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
東
部
特
別
支
援
学

校
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地
域
や
社
会
に
も
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

校舎空撮

中庭の紅葉

交通安全街頭指導

学校全景

新校舎鳥瞰図

ＰＴＡバザー

ＰＴＡ草刈り作業

学校教育目標
～力をいっぱい発揮して
� たくましく豊かに生きる人～
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事　業　目　標
　次代を担う青少年の心身共に健やかな成長と高等学校教育の更なる充実と発展を願っている私たちＰＴＡは、生涯学習の視点に立脚して、
自らが学び、自らの資質の向上に努めるとともに、青少年を取り巻く社会環境の整備を積極的に推進する。また、社会教育団体として家庭・
学校・地域・社会との連携・協働を図り、家庭や地域の教育力の充実及び向上等に寄与する。そのため、次の重点目標を定め、事業を企画し
積極的に推進する。
	 １　自主的、主体的なＰＴＡ活動を推進し、充実した魅力ある学校づくりを支援する。
	 ２　学校及びＰＴＡ相互の連携（幼・小・中・高）を密にし、地域ぐるみで青少年の健全育成を図る。
重　　点　　目　　標	３　教育環境の整備及び充実を図る。　
	 ４　学校や関係機関等と連携し、就職・進学等の進路指導の充実に努める。
	 ５　学校や関係機関等と連携し、防犯活動や交通安全教育・交通安全運動を一層推進する。

研
修
会
（
講
演
）

（
講
演
要
旨
）

　

平
成
28
年
12
月
、「
中
教
審

答
申
」
が
あ
っ
た
。

　

授
業
改
革
が
謳
わ
れ
、
キ
ャ

リ
ア
改
革
の
提
言
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
人
工
知

脳
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
発
達
か
ら

そ
の
進
展
が
早
く
、
ど
の
よ
う

に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
多
様
な
人
々

が
協
力
し
な
が
ら
、
主
体
性
を

持
っ
て
人
生
を
切
り
開
く
力
が

必
要
で
あ
る
。
知
識
だ
け
で
は

ダ
メ
で
あ
る
。
新
し
い
価
値
の

創
造
、
資
質
と
能
力
を
育
て
る

「
人
間
の
学
習
」
が
必
要
で
あ

る
。
と
話
さ
れ
た
。

　

第
２
回
理
事
会
報
告　

一　

報
告
事
項　

　
　

・
全
国
高
Ｐ
連
第
３
、４
、５
回
理
事
会

�

及
び
定
時
総
会
の
報
告

　
　

・
全
国
高
Ｐ
連
大
会
静
岡
大
会
の
報
告

　
　

・
全
国
高
Ｐ
連
会
長
・
事
務
局
長

�

研
修
会
の
報
告

二　

協
議
事
項

　
　

・
平
成
30
年
度
東
海
地
区
高
Ｐ
連
事
業
計
画

　
　

・
平
成
30
年
度
東
海
地
区
高
Ｐ
連
愛
知
大
会

　
　

・
全
国
大
会
開
催
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
案

　
　

・「
バ
イ
ク
の
３
な
い
運
動
」
に
つ
い
て

　

第
１
回
委
員
会
報
告　

　

全
国
高
Ｐ
連
で
開
催
さ
れ
た
各
委
員
会
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

①
健
全
育
成
委
員
会
の
報
告

　

②
進
路
対
策
委
員
会
の
報
告

　

③
調
査
広
報
委
員
会
の
報
告

　

④
研
修
委
員
会
の
報
告

　

⑤�

全
国
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償
制
度
運
営
委
員

会
の
報
告

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

第
１
回
全
国
会
長
・

�

事
務
局
長
会
議
報
告

東
海
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

第
２
回
理
事
会
並
び
に

�

第
１
回
委
員
会
報
告

日　時　平成29年10月15日（日）
� 午前9時30分から

会　場　ホテルルビノ京都

出席者　各都道府県市ＰＴＡ連合会会長・事務局長
　　　　全国高Ｐ連理事・監事、その他関係者

あいさつ　牧田和樹会長あいさつ
　　　　　佐野元彦顧問あいさつ

牧田会長あいさつ 研修会会場

テ
ー
マ
　�

学
校
・
家
庭
・
知
育
の
協
働
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

講
　
師
　
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
　
荒
瀬
克
己
　
氏

日　

時　

平
成
29
年
10
月
27
日
（
金
）
午
後
２
時

会　

場　

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

出
席
者　

�

東
海
地
区
各
県
高
Ｐ
連
会
長
・
副
会

長
・
理
事
14
人
、
各
県
事
務
局
８
人

本
県
か
ら
は
、
小
山
全
司
会
長
、
関
隆
之　

副
会
長
、
望
月
美
奈
子
副
会
長
、
志
村
剛
和

校
長
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

○�

三
重
県
高
Ｐ
連
が
事
務
局
を
務
め
、「
第
２
回

理
事
会
並
び
に
第
１
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

平成30年度　 主　な　行　事　計　画

事　　　業 会　　場
5 月 10 日 （木） 会計監査、会長・副会長会①、理事会①、被表彰者選考委員会 クーポール会館

6 月 1 日 （金） 表彰式、総会、研修会 しずぎんホール

6 月 ～ 10 月 地区ＰＴＡ指導者研修会・特別支援学校ＰＴＡ総会 各地区

10 月 11 日 （木） 高校生善行表彰選考委員会 クーポール会館

1 月 25 日 （金） 会長・副会長会③ パルシェ７Ｆ

2 月 7 日 （木） 理事会②、特別委員会 クーポール会館

4 月 27 日 （金） 理事会① ウインクあいち

6 月 22 日 （金） 総会、東海地区高Ｐ連愛知大会 刈谷市総合文化センター

10 月 25 日 （木） 理事会②、委員会① 名古屋市

2 月 15 日 （金） 理事会③、委員会② 名古屋市

6 月 23 日 （土） 定時総会 東京ガーデンパレス

8 月 19 日 （日） 第68回全国高Ｐ連大会佐賀大会　　静岡県高Ｐ連情報交換会 博　　　　多

8 月 20 日 （月） 　　　　　　　　　　第1日開会式、表彰式、基調講演、分科会 佐　　　　賀

8 月 21 日 （火） 　　　　　　　　　　第２日分科会報告、記念講演、閉会式 佐　　　　賀

開催日
静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会　平成30年度　事業計画

東海地区高等学校ＰＴＡ連合会　平成30年度　事業計画

全国高等学校ＰＴＡ連合会　平成30年度　事業計画

静岡県高Ｐ連会報　第135号（7）　平成30年１月５日
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平
成
三
十
年
一
月
五
日
発
行
　
第
一
三
五
号

静
岡
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局

　

〒
四
二
〇
－
〇
八
五
三　

静
岡
市
葵
区
追
手
町
九
番
一
八
号

　
　

静
岡
中
央
ビ
ル
六
階

　
　

電
話
（
〇
五
四
）
二
五
五
－
四
六
七
八

印
刷　

 

松
本
印
刷
株
式
会
社

　

〒
四
二
一
－
〇
三
〇
三　
静
岡
県
榛
原
郡
吉
田
町
片
岡
二
二
一
〇

　
　

電
話
（
〇
五
四
八
）
三
二
－
〇
八
五
〇

発
行
部
数　
　

一
〇
、二
〇
〇
部

　
編
集
後
記

　

会
報
第
一
三
五
号
の
編
集
に
あ
た
り
、「
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
紹
介
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
、
初

回
に
下
田
高
校
・
清
水
東
高
校
・
掛
川
東
高
校

及
び
東
部
特
別
支
援
学
校
の
み
な
さ
ま
に
寄
稿

を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
快
諾
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
、
今
後
会
報
発
刊
に
あ
た
り
、
こ

の
コ
ー
ナ
ー
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
部
・
中
部
・
西
部
と
特
別
支
援
学
校
の
学
校

順
に
従
い
、
寄
稿
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
会
報
を
お
届
け
で
き

ま
す
よ
う
努
め
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�

（
事
務
局
）

団
体
の
部
（
一
校
一
団
体
）　

表
彰
区
分　

奉
仕
活
動
等

　
（
社
会
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
や
奉
仕
活
動
）　

　

学
校
名　

静
岡
県
立
金
谷
高
等
学
校

　

団
体
名　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　

代
表
者
名　

平　

松　

大　

三　

三
年

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
隣
接
す
る
金
谷
小
学
校

の
障
が
い
児
学
童
ク
ラ
ブ
で
、
放
課
後
子
ど
も
た

ち
と
交
流
し
て
い
る
。
障
が
い
児
の
保
護
者
会
の

時
な
ど
に
は
、
遊
び
会
を
開
き
子
ど
も
た
ち
の
託

児
を
し
て
い
る
。
い
ま
で
は
、
地
域
に
あ
る
特
別

支
援
学
校
、
幼
稚
園
や
公
民
館
、
こ
ど
も
館
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
献
血
及
び
献
血
呼
び
掛
け
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
年
末
助
け
合
い
募
金
や
災
害
時
の

募
金
活
動
な
ど
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

個
人
の
部
（
四
校
八
人
）

表
彰
区
分　

善　
　
　

行

　
（
災
害
に
対
す
る
救
助
・
救
援
活
動
（
人
命
救
助
））

　

学
校
名　

静
岡
県
立
清
水
西
高
等
学
校

　

氏　
　

名　

藤　

原　

正　

真　

三
年

　

平
成
29
年
６
月
25
日
（
日
）
朝
、
部
活
動
練
習

の
た
め
自
転
車
で
登
校
中
、
静
岡
市
清
水
区
村
松

一
丁
目
付
近
の
歩
道
上
で
、
血
だ
ら
け
で
倒
れ
て

い
る
高
齢
男
性
を
発
見
し
、
付
近
に
い
た
大
人
２

人
と
救
急
車
の
手
配
、
応
急
処
置
や
本
人
へ
の
声

掛
け
な
ど
対
応
し
た
。

※�

静
岡
市
消
防
局
救
急
救
命
士
よ
り
「
あ
り
が
と

う
」
カ
ー
ド
を
受
領
し
た
。

表
彰
区
分　

善　
　
　

行

　
（
災
害
に
対
す
る
救
助
・
救
援
活
動
（
人
命
救
助
））

　

学
校
名　

静
岡
県
立
伊
東
商
業
高
等
学
校

　

氏　
　

名　

大　

田　

龍　

斗　

三
年

　
　
　
　
　
　

小　

川　

透　

輝　

三
年

　
　
　
　
　
　

高　

橋　

こ
こ
ろ　

三
年

　

平
成
29
年
４
月
13
日
（
木
）
夜
、
部
活
動
の
帰

り
の
道
端
で
倒
れ
て
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
老
婆

を
発
見
し
た
。
車
両
か
ら
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、

老
婆
の
状
況
を
観
察
し
、
不
安
を
払
拭
す
る
声
掛

け
や
介
護
を
し
な
が
ら
、
家
ま
で
お
ぶ
っ
て
送
り

届
け
た
。
こ
の
行
動
を
見
て
立
ち
会
っ
た
方
々
か

ら
称
賛
さ
れ
た
。

表
彰
区
分　

善　
　
　

行

　
（
災
害
に
対
す
る
救
助
・
救
援
活
動
（
人
命
救
助
））

　

学
校
名　

静
岡
市
立
清
水
桜
が
丘
高
等
学
校

　

氏　
　

名　

久
保
田　

理　

子　

三
年

　
　
　
　
　
　

稲　

名　

真　

帆　

三
年

　
　
　
　
　
　

飯　

田　

実　

月　

三
年

　

平
成
29
年
４
月
初
旬
、
部
活
動
練
習
中
に
自
転

車
の
乗
っ
た
老
人
女
性
が
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
と

こ
ろ
を
発
見
し
た
。
意
識
の
確
認
を
行
っ
た
際
に
、

頭
部
打
撲
・
出
血
が
あ
っ
た
の
で
、
応
急
処
置
の

た
め
本
校
保
健
室
へ
付
き
添
い
看
護
し
た
。
け
が

の
処
置
手
伝
い
に
加
え
、
自
転
車
の
片
付
け
、
通

院
可
能
な
病
院
な
ど
調
べ
た
。
後
日
、
老
人
女
性

か
ら
生
徒
善
行
の
お
礼
が
あ
っ
た
。

表
彰
区
分　

善　
　
　

行

　
（
災
害
に
対
す
る
救
助
・
救
援
活
動
（
人
命
救
助
））

　

学
校
名　

静
岡
市
立
新
居
高
等
学
校

　

氏　
　

名　

鈴　

木　

愛　

弓　

三
年

　

平
成
29
年
10
月
４
日
（
水
）
午
後
４
時
ご
ろ
、

浜
松
駅
近
く
で
高
齢
者
施
設
か
ら
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
た
認
知
症
の
80
代
の
女
性
に
出
会
い
、

自
宅
へ
の
道
を
尋
ね
ら
れ
た
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
地
図
を
調
べ
な
が
ら
一
緒
に
探
し
た
が
、

尋
ね
ら
れ
た
場
所
が
以
前
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
た
め
、
近
く
の
浜
松
東
警
察
署
に
連
れ
て

行
き
、
事
情
を
説
明
し
、
女
性
を
保
護
し
て
も

ら
っ
た
。

○
　
お
知
ら
せ
　
○

　

静
岡
県
高
等
学
校
安
全
振
興
会
が
実
施

し
て
い
ま
す「
見
舞
金
給
付
事
務
の
流
れ
」

が
変
わ
り
ま
す
。

　
「
医
療
等
の
状
況
」
を
所
属
す
る
学
校

に
提
出
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
の
給
付
額
の
合
計
が
５
万
円
以
上
の

災
害
の
場
合
、
学
校
か
ら
本
会
に
見
舞
金

請
求
が
出
さ
れ
ま
す
。
本
会
で
は
、
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
給
付
金
の
２
割
を
学
校
宛
に

給
付
通
知
と
と
も
に
送
金
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
４
月
よ
り
直
接
保
護
者
の

金
融
機
関
口
座
に
送
金
（
本
会
よ
り
直
接

振
込
む
）
す
る
こ
と
に
「
給
付
の
流
れ
」

を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
円
滑
な
見
舞

金
給
付
事
業
の
運
営
を
行
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
会
の
上
部
組
織
で
あ
る
、「
全
国
高
等
学
校
等
安
全
互
助
会
連
絡
協
議
会
（
協
議
会
）」
は
、

全
国
の
県
・
市
で
15
団
体
が
加
盟
し
、
各
県
の
法
人
が
実
施
す
る
見
舞
金
給
付
事
業
等
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

過
日
、
第
７
回
協
議
会
総
会
が
行
わ
れ
、
本
年
度
か
ら
協
議
会
の
会
長
に
、
静
岡
県
の
鈴
木

敏
彦
理
事
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間
で
、
協
議
会
の
事
務
局
を
静
岡
県
が
担
当

し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度

高
校
生
善
行
表
彰

平
成
29
年
度

高
校
生
善
行
表
彰
選
考
委
員
会

　
日
時
　
平
成
29
年
10
月
12
日
（
木
）

　
会
場
　
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館

　
選
考
委
員
　
会
長
、
副
会
長
、
校
長
理
事

　
　
　
　
　
　
県
教
委
社
会
教
育
課
長
、
事
務
局
長

○
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
、
団
体
の
部
１
、
個
人
の

部
４
校
８
人
の
推
薦
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
団
体
・
個
人
の
授
賞
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
団
体
・
個
人
は
、
賞
状
・
副

賞
（
盾
）　

が
授
与
さ
れ
ま
す
。

一般財団法人　静岡県高等学校安全振興会
第７回全国高等学校等安全互助会
� 連絡協議会総会並びに研修会
　　期　日　　平成29年10月５日(木)
　　会　場　　埼玉県川越市　川越東武ホテル

鈴木新会長あいさつ 総会会場
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